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日
本
の
帰
化
行
政
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
影
響

― 

行
政
書
士
へ
の
調
査
を
中
心
に 

―

李リ
ー　

　
　

洙ス
ー　

任イ
ム

（L
ee S

oo im

）

本
稿
は
、
前
半
、
後
半
の
二
部
構
成
で
成
り
立
つ
。
前
半
は
、
帰
化
許
可
者
数
の
変
化
（
１
９
５
２
年
か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
）
に
着
目
し
な
が
ら
日
本
の
帰
化
制
度
の
流

れ
を
考
察
し
た
。
調
査
方
法
と
し
て
、
帰
化
制
度
や
国
籍
に
関
係
す
る
先
行
研
究
の
整
理
を
行
い
、
法
務
省
公
開
の
統
計
情
報
の
分
析
を
行
っ
た
。
後
半
は
、
行
政
書
士
が
発

す
る
情
報
が
不
可
視
的
な
帰
化
行
政
に
光
を
放
つ
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
行
政
書
士
（
35
名
中
有
効
回
答
31
名
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
彼
ら
の
視
点
か

ら
帰
化
制
度
の
現
状
を
考
察
し
た
。
帰
化
の
許
可
は
「
法
務
大
臣
の
絶
対
的
裁
量
」
に
委
ね
ら
れ
、
許
可
基
準
が
不
明
瞭
の
た
め
、
申
請
者
は
「
ま
な
板
の
コ
イ
」
の
よ
う
な

状
況
に
置
か
れ
、
そ
の
心
労
は
大
き
い
。
し
か
し
、
行
政
書
士
が
発
信
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
が
、
不
透
明
な
帰
化
制
度
の
在
り
方
に
影
響
を
与
え
、
帰
化
を
申
請
し
よ

う
と
す
る
人
た
ち
へ
の
貴
重
な
情
報
源
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
、
官
報
で
帰
化
者
の
現
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
特
定
さ
れ
、
そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
容
易
に
入
手
で
き
る
の
で
、
帰
化
許
可
者
は
帰
化
後
に
お
い
て
も
差
別
が
つ
き
ま
と
う
深
刻
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
り
、

人
種
差
別
者
の
攻
撃
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
、
不
可
視
的
な
帰
化
行
政
に
光
を
放
つ
が
、
同
時
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
増
長
さ
せ
る
危

険
性
を
孕
む
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

帰
化
行
政
、
行
政
書
士
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
情
報
弱
者
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

論
文
要
旨
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第
一
章　

は
じ
め
に

１
．
１　

研
究
の
背
景

日
本
国
籍
を
取
得
す
る
に
は
、
出
生
、
届
出
、
そ
し
て
帰
化
と
い
う
3
つ
の
方
法
が
あ
る
が
、
帰
化
に
よ
る
国
籍
取
得
は
申
請
者
の
意
思
表
示
か
ら
始
ま
り
、「
法
務
大

臣
の
裁
量
」
と
い
う
国
家
の
絶
対
的
裁
量
で
判
断
さ
れ
る
。
国
籍
付
与
が
恩
恵
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
生
、
届
出
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
性
格
を
異
に
し
て
い

る
が
、
米
国
な
ど
の
よ
う
に
生
地
主
義
に
基
づ
く
国
籍
法
を
も
つ
国
で
出
生
し
た
場
合
と
違
い
、
血
統
主
義
を
と
る
日
本
で
は
日
本
の
地
で
出
生
し
て
も
外
国
人
の
両
親

か
ら
出
生
し
た
子
ど
も
は
社
会
的
に
外
国
人
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
に
は
4
世
、
5
世
に
な
っ
て
も
「
外
国
人
の
マ
マ
」
で
主
流
社
会
の
周
辺
に

置
か
れ
な
が
ら
、
投
票
権
も
持
た
な
い
人
た
ち
が
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
象
は
他
の
先
進
国
で
は
見
ら
れ
な
い
。E

rin
 C

h
u

n
g

は
、
日
本
で
出
生
し
た
場

合
で
も
国
籍
取
得
を
容
易
に
し
な
い
の
は
「
文
化
的
同
化
」
を
確
認
す
る
た
め
と
し
て
い
る
（C

h
u

n
g

２
０
１
０
、
13
）。

日
本
の
帰
化
要
件
は
国
籍
法
で
抽
象
的
に
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
法
務
大
臣
の
自
由
裁
量
の
た
め
具
体
的
に
は
不
透
明
で
あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
に
対
し
懐
疑
的
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い（

1
）。

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
と
す
る
）
で
は
、
官
報
で
帰
化
許
可
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
特
定
が

で
き
る
こ
と
か
ら
個
人
情
報
保
護
法
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
例
え
ば
許
可
基
準
が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
か
な
ど
の
情
報
は
な
い
に
等
し
い
。

毎
年
何
人
の
外
国
人
が
帰
化
を
通
し
て
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
い
る
か
を
見
て
み
よ
う
。
表
1 （2）は
、
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
帰
化
許
可
申
請
者
数
、
帰
化
許

可
者
数
等
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
２
０
１
２
年
の
申
請
者
数
は
９
，
９
４
０
人
で
、
２
０
０
４
年
の
１
６
，
７
９
０
人
と
比
較
す
る
と
６
，
８
５
０
人
減
と
な
る
。

２
０
１
２
年
の
許
可
者
数
は
、
１
０
，
６
２
２
人
で
、
原
国
籍
の
内
訳
は
韓
国
・
朝
鮮
が
５
，
５
８
１
人
、
中
国
が
３
，
５
９
８
人
と
な
り
、
そ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が

全
体
の
許
可
者
の
86
％
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
韓
国
・
朝
鮮
は
減
少
傾
向
に
入
り
、
中
国
も
２
０
０
９
年
で
は
５
，
３
９
２
人
と
５
，
０
０
０
人
台
を
突
破
し
た
が
、

２
０
１
１
年
で
は
３
，
２
５
９
人
、
２
０
１
２
年
で
は
３
，
５
９
８
人
と
以
前
の
よ
う
な
増
加
の
勢
い
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
２
０
１
２
年
で
は
帰
化
許
可
申
請
者
は
、

９
，
９
４
０
人
と
１
０
，
０
０
０
人
を
下
回
っ
て
い
る
。
一
方
で
不
許
可
者
数
は
漸
増
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
１
年
の
２
７
９
人
は
翌
年
一
挙
に
４
５
７
人
に
増
え
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
を
知
る
術
は
な
い
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１
．
２　

帰
化
許
可
者
の
国
籍

帰
化
許
可
者
の
個
人
情
報
は
官
報
で
公
表
さ
れ
る
が
、
今
日
で
は
そ
の
情
報
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（

3
）。

そ
し
て
、官
報
告
示
の
帰
化
申
請
許
可
者
に
関
す
る
情
報
は
、

時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て
き
た
。
１
９
４
８
年
の
段
階
で
は
、
許
可
年
月
日
、
原
国
籍
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
で
あ
っ
た
の
が
、
１
９
５
０
年
に
は
現
住
所
が
出
生
地
が
加
わ
っ
た
。

１
９
７
１
年
以
降
は
、
現
住
所
、
氏
名
（
通
名
な
ど
使
用
し
た
す
べ
て
の
氏
名
）、
生
年
月
日
の

3
項
目
の
み
の
表
示
に
な
っ
た
（
金
１
９
９
０
、
107

110
）。
帰
化
前
の
氏
名
に
加
え
使
用
さ
れ

た
通
称
名
は
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
９
５
年
に
通
称
名
の
記
載
が
な
く
な
っ
た
（
浅

川
、
２
０
０
３
、
20

21
）。
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
帰
化
後
そ
の
氏
名
を
採
用
す
る

場
合
が
多
い
の
で
、
本
人
特
定
が
容
易
に
な
り
、
通
称
名
の
公
開
を
廃
止
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

韓
国
・
朝
鮮
、
中
国
以
外
の
原
国
籍
者
は
、「
そ
の
他
」
と
し
て
、
一
括
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
統
計
で
、「
そ
の
他
」
の
数
は
１
，
４
４
３
人
と
２
０
０
２
年
の
７
０
９
人
と
比
較

す
る
と
約
二
倍
に
増
え
て
い
る
。
韓
国
・
朝
鮮
、
そ
し
て
中
国
以
外
に
ど
の
よ
う
な
国
籍
の
人
た

ち
が
帰
化
し
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
法
務
省
民
事
局
か
ら
資
料
を
入
手
し
た
。
入
手
し
た
資

料
を
基
に
、帰
化
許
可
者
数
が
多
い
原
国
籍
を
一
〇
位
ま
で
表
に
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
韓
国
・

朝
鮮
の
表
記
に
一
貫
性
が
な
く
、
例
え
ば
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
は
韓
国
・
朝
鮮
は

ま
と
め
て
「
朝
鮮
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
２
０
１
０
年
で
は
「
韓
国
」
と
「
朝
鮮
」
が
別
々

に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１
年
で
は
「
韓
国
・
朝
鮮
」
と
二
つ
が
合
算
さ
れ
て
表
記

さ
れ
、
２
０
１
２
年
で
は
再
度
「
韓
国
」
と
「
朝
鮮
」
が
別
々
に
な
っ
て
い
る
。
表
２
の
十
一
年

間
の
総
数
を
算
出
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
韓
国
・
朝
鮮
、
そ
し
て
中
国
に
次
ぎ
三
番
目
に
多
く
、
表 1　帰化許可申請者数、帰化許可者数等の推移（2002 年～ 2012 年）

（単位：人）
事項

年
帰化許可
申請者数

その内訳
不許可者数

合　計 韓国・朝鮮 中　国 その他
2002 13,344 14,339 9,188 4,442 709 107
2003 15,666 17,633 11,778 4,722 1,133 150
2004 16,790 16,336 11,031 4,122 1,183 148
2005 14,666 15,251 9,689 4,427 1,135 166
2006 15,340 14,108 8,531 4,347 1,230 255
2007 16,107 14,680 8,546 4,740 1,394 260
2008 15,440 13,218 7,412 4,322 1,484 269
2009 14,878 14,785 7,637 5,392 1,756 202
2010 13,391 13,072 6,668 4,816 1,588 234
2011 11,008 10,359 5,656 3,259 1,444 279
2012 9,940 10,622 5,581 3,598 1,443 457

※いずれも暦年の人数である。
出典：  法務省ＨＰ公開統計「過去 10 年間の帰化許可申請者数、帰化許可者数等の推移」（2012 年統計

から）に 2002 年データを加えた。
注：  帰化許可申請者数と帰化許可者数合計が一致しないのは、審査年をまたぐからである。
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次
に
多
い
の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ
ル
ー
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
（
も
し
く
は
ベ
ト
ナ
ム
）、
そ
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
あ
る
。

第
二
章　

帰
化
行
政
の
流
れ

２
．
１　

旧
植
民
地
出
身
者
の
国
籍
処
理

本
稿
の
前
半
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
帰
化
行
政
の
流
れ
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
日
本
国
憲
法
下
で
は
旧
植

民
地
出
身
者
で
あ
る
朝
鮮
人
及
び
台
湾
人
が
初
め
て
帰
化
申
請
を
許
可
さ
れ
た
の
は
１
９
５
２
年
4
月
28

日
で
、
51
人
の
朝
鮮
人
が
帰
化
し
て
い
る
。
金キ
ム

英ヨ
ン

達ダ
ル

は
、「
日
本
政
府
が
、
公
務
員
の
地
位
に
あ
っ
た
朝
鮮

人
・
台
湾
人
を
外
国
人
の
な
る
者
を
そ
の
ま
ま
日
本
の
公
務
員
の
地
位
に
就
か
せ
て
お
く
の
は
適
当
で
な

い
と
判
断
し
、
公
務
員
を
辞
め
る
か
そ
れ
と
も
日
本
に
帰
化
す
る
か
と
い
う
二
者
択
一
を
朝
鮮
人
公
務
員

に
迫
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
金
英
達
１
９
９
０
、
10
〜
12
）。

１
９
５
５
年
か
ら
１
９
５
８
年
ま
で
の
不
許
可
者
数
は
許
可
者
数
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
多
く（

4
）、

日

本
政
府
は
か
つ
て
「
帝
国
臣
民
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
帰
化
要
件
の
緩
和
は
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
西
ド
イ
ツ
（
当
時
）
が
国
内
に
在
住
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
と
っ
た
国
籍

処
理
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
国
籍
問
題
規
制
法
を
制
定
し
て
、
旧
植
民
地
出
身
者
の

意
思
を
尊
重
す
る
問
題
解
決
を
は
か
っ
て
い
る
。
併
合
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
国
籍
」
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
独
立
の
前
日
に
す
べ
て
消
滅
す
る
と
定
め
る
と
と
も
に
、
一
方
で
、
ド
イ
ツ
国
内
に
居
住
す
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
は
、
意
思
表
示
に
よ
り
「
ド
イ
ツ
国
籍
を
回
復
す
る
権
利
」
を
与
え
た
の
で
あ
る
（
田

中
２
０
１
３
、
67

68
）。

日
本
の
場
合
、
在
日
朝
鮮
人
の
日
本
国
籍
は
い
っ
せ
い
に
喪
失
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
以
降
の
日
本
国
籍
の

表2　原国籍別帰化許可者数（2002年～ 2012年）
（単位：人）

年順位 2002 2003 2004 2005 2006 2007
1 朝鮮 9,188 朝鮮 11,778 朝鮮 11,031 朝鮮 9,689 朝鮮 8,531 朝鮮 8,546
2 中国 4,442 中国 4,722 中国 4,122 中国 4,427 中国 4,347 中国 4,740
3 ブラジル 130 ブラジル 203 ブラジル 224 フィリピン 227 ブラジル 249 ブラジル 348
4 フィリピン 106 フィリピン 167 ベトナム 192 ブラジル 185 フィリピン 212 ペルー 216
5 ヴィエトナム 86 ベトナム 167 ペルー 186 ペルー 158 ペルー 194 フィリピン 213
6 ペルー 75 ペルー 133 フィリピン 150 ベトナム 112 ベトナム 125 ベトナム 162
7 カンボディア 53 カンボディア 50 カンボジア 54 カンボジア 61 カンボジア 48 パキスタン 50
8 タイ 29 連合王国 37 アメリカ合衆国 31 アメリカ合衆国 33 ミャンマー 38 アメリカ合衆国 34
9 連合王国 26 パキスタン 34 パキスタン 27 ミャンマー 31 アルゼンチン 27 タイ 23
10 アメリカ合衆国 23 タイ 33 無国籍 26 インド 27 英国 27 パラグアイ 21

パキスタン 27
年順位 2008 2009 2010 2011 2012

1 韓国・朝鮮 7,412 朝鮮 7,637 中国 4,816 韓国・朝鮮 5,656 韓国 5,436
2 中国 4,322 中国 5,392 韓国 3,532 中国 3,259 中国 3,598
3 ブラジル 342 ブラジル 427 朝鮮 3,136 ブラジル 316 ブラジル 251
4 ペルー 254 フィリピン 251 ブラジル 374 フィリピン 264 ペルー 236
5 フィリピン 208 ペルー 249 フィリピン 247 ペルー 215 フィリピン 230
6 ベトナム 179 ベトナム 138 ベトナム 192 ベトナム 132 朝鮮 145
7 カンボジア 43 バングラデシュ 89 ペルー 192 バングラデシュ 56 バングラデシュ 111
8 パキスタン 37 カンボジア 70 バングラデシュ 83 アメリカ合衆国 40 ベトナム 86
9 ミャンマー 36 パキスタン 44 パキスタン 60 カンボジア 39 パキスタン 47
10 バングラデシュ 35 アメリカ合衆国 36 カンボジア 45 タイ 34 ミャンマー 42

ミャンマー 36
資料出所：  民事局提供資料   2014 年 1 月 27 日入手（国名は、提供資料のママ、朝鮮、 韓国・朝鮮、ヴィエトナム（もしくはベトナム）など統計の項

目の不統一が 目立つ。）



日本の帰化行政とインターネット情報の影響

165

取
得
は
「
帰
化
」
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
も
、
帰
化
条
件
が
緩
和
さ
れ
る
「
日
本
国
民
で
あ
っ
た
者
」
と
も
「
日
本
国
民
を
失
っ
た
者
」
と
も

扱
わ
れ
な
か
っ
た
（
田
中
２
０
１
３
、
71
）。
そ
の
後
、
帰
化
制
度
は
い
た
っ
て
不
可
視
的
な
方
法
で
管
理
さ
れ
、
か
つ
非
合
理
的
な
行
政
手
続
き
や
制
度
そ
の
も
の
に
影

を
落
と
し
て
き
た（

5
）。

加
え
て
、
帰
化
者
の
多
く
が
日
本
的
氏
名
を
採
用
す
る
場
合
が
多
い
た
め
、
帰
化
者
の
存
在
は
、
社
会
で
不
可
視
的
な
存
在
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

彼
ら
の
社
会
統
合
が
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
社
会
そ
の
も
の
の
多
様
性
の
存
在
を
理
解
し
づ
ら
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
２　

帰
化
の
管
轄
機
関

日
本
の
帰
化
を
取
り
扱
う
機
関
と
外
国
人
の
在
留
管
理
を
取
り
扱
う
機
関
は
、
同
じ
法
務
省
内
に
あ
り
な
が
ら
縦
割
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
前
者
は
民
事
局
が
、
そ
し
て
後
者
は
入
国
管
理
局
が
管
轄
し
て
い
る
。
こ
の
縦
割
り
行
政
は
、Im

m
igration

 an
d N

atu
ralization

 S
ervice

（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
と
し

て
「
移
民
局
」
と
「
帰
化
局
」
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
米
国
の
状
況
と
大
き
く
異
な
る
。
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な
移
民
国
家
で
は
、
外

国
籍
住
民
を
「
積
極
的
に
統
合
し
よ
う
」
と
す
る
政
策
上
の
意
図
が
見
え
る
（U

.S. C
itizen

sh
ip an

d Im
m

igration
 S

ervices

、 G
overn

m
en

t of C
an

ada

、

A
u

stralian
 G

overn
m

en
t

の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）。
一
定
の
条
件
が
整
え
れ
ば
永
住
権
、
そ
し
て
市
民
権
が
取
得
で
き
る
と
す
る
「
入
国
者
に
夢
を
与
え
る
」
制
度
が
あ
り
、

外
国
人
の
社
会
統
合
が
政
策
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
で
は
帰
化
許
可
申
請
者
の
絶
対
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
制
度
の
不
整
備
、
不
統
一
、
そ
し
て
国
家
の

絶
対
的
な
自
由
裁
量
か
ら
許
可
基
準
も
不
透
明
で
あ
る
た
め
、
申
請
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
や
申
請
中
の
人
た
ち
の
精
神
的
な
労
力
は
計
り
知
れ
な
い
（
佐
々
木

２
０
０
０
、
44
）。

２
．
３　

帰
化
行
政
の
変
化

外
国
人
の
出
入
国
管
理
と
帰
化
基
準
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
を
統
計
か
ら
見
て
み
た
い
。
図
1
で
は
、
帰
化
許
可
者
の
総
数
と
許
可
者
の
原
国
籍
を
、「
韓
国
・

朝
鮮
」、「
中
国
」、「
そ
の
他
」、
と
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
そ
の
数
の
推
移
を
グ
ラ
フ
化
し
た
。
そ
し
て
、
帰
化
許
可
者
数
の
推
移
を
年
代
別
に
区
分
け
し
た
。
ま

た
、
民
事
局
が
発
表
し
て
い
る
論
文
や
資
料
、
そ
し
て
学
説
や
雑
誌
、
新
聞
の
記
事
を
年
代
別
に
整
理
し
、
帰
化
行
政
の
流
れ
を
考
察
し
た
。
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２
．
３
．
１　

１
９
５
２
年
〜
１
９
６
０
年
年
代

１
９
５
０
年
代
中
期
の
在
日
朝
鮮
人
の
帰
化
申
請
許
可
者
は
、
年
間
２
，
０
０
０
人
台
の

水
準
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
申
請
者
の
大
多
数
は
日
朝
結
婚
を
し
た

日
本
人
女
子
が
離
婚
し
て
、
そ
の
子
ど
も
と
と
も
に
帰
化
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
元
日
本

人
の
日
本
国
籍
の
回
復
」
で
あ
っ
た
（
金
１
９
９
０
、
15
）。
１
９
６
０
年
代
に
入
る
と
、
在

日
朝
鮮
人
の
帰
化
申
請
許
可
者
数
は
３
，
０
０
０
人
台
の
水
準
と
な
り
、
１
９
６
４
年
で
は

４
，
６
３
２
人
と
急
増
し
て
い
る
。
日
本
社
会
に
見
切
り
を
つ
け
た
韓
国
・
朝
鮮
籍
の
人
た

ち
は
新
天
地
を
求
め
て
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
帰
還
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、「
在
日
朝

鮮
人
の
帰
還
事
業
」
と
呼
ば
れ
、
１
９
５
０
年
代
末
か
ら
１
９
８
４
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、

総
数
約
１
０
０
，０
０
０
人
の
人
た
ち
が
北
朝
鮮
へ
渡
っ
た
。
一
方
、日
本
に
残
留
し
た
韓
国
・

朝
鮮
籍
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
差
別
か
ら
の
逃
避
の
手
段
と
し
て
「
帰
化
」
を
選
択
す
る
も

の
も
い
た
。

帰
化
制
度
を
運
営
す
る
上
で
、
行
政
側
は
ど
の
よ
う
な
考
え
で
帰
化
処
理
に
携
わ
っ
て
い

た
の
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
１
９
６
５
年
『
民
事
月
報
』（
第
20
巻
12
号
）
で
、
民
事
局
第

五
課
国
籍
総
括
係
長
（
当
時
）
で
あ
っ
た
佐
藤
重
元
が
「
帰
化
手
続
小
論
」
と
い
う
表
題
の

論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
佐
藤
は
、「
帰
化
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か
と
」、
と
い
う

疑
問
に
対
し
二
つ
の
学
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
つ
は
、「
公
法
上
の
契
約
説
」
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
外
国
人
の
日
本
国
籍
の
取
得
を
希
望
す
る
意
思
表
示
（
帰
化
許
可
の
申
請
）
に
対
し
、

国
家
が
許
可
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
国
民
た
る
資
格
と
い
う
包
括
的
な
地
位
を
創

設
す
る
行
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
帰
化
は
、
申
請
と
こ
れ
に
対
す
る
許
可
と
に
よ
っ
て
成

立
す
る
公
法
上
の
双
方
行
為
あ
る
い
は
公
法
上
の
契
約
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

 （単位：人）
図 1　1952 年から 2012 年（60 年間）までの帰化許可者数と原国籍別数字
資料出所：  浅川晃広『在日外国人と帰化制度』新幹社、2003 年、14 － 15 頁、および法務省民事局

「過去 10 年間の帰化許可申請者数、帰化許可者数等の推移」から作成。
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学
説
は
、「
行
政
処
分
説
」
で
あ
る
。
外
国
人
の
申
込
に
対
す
る
国
家
の
承
諾
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
単
に
日
本
国
籍
を
付
与
す
る
行
政
処
分
た
る
に
す
ぎ
な
い

と
す
る
考
え
で
あ
る
。
佐
藤
は
、「
現
在
、
両
説
の
対
立
が
熾
烈
を
極
め
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
帰
化
事
務
処
理
の
実
務
か
ら
は
い
ず
れ
の
説
を
と
っ
た
と
し
て

も
影
響
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
」（
佐
藤
１
９
６
５
、
44
）
と
し
、
制
度
改
善
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
論
調
は
見
い
出
せ
な
い
。
加
え
て
、「
わ
が
国
籍
法
に
は
明
文
を
も
っ

て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
帰
化
政
策
上
の
当
然
の
理
と
し
て
、
帰
化
者
は
、
日
本
社
会
に
同
化
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
の
一
つ
と
し
て
要
求
さ
れ
る
」
と
の
一
文
を
最

後
に
加
え
て
い
る
（
佐
藤
１
９
６
５
、
61
）。

翌
年
の
１
９
６
６
年
『
民
事
月
報
』（
第
21
巻
5
号
）
で
は
、
民
事
局
第
五
課
長
補
佐
（
当
時
）
大
棟
治
男
が
、「
氏
名
の
変
更
と
帰
化
者
の
氏
名
」
を
表
題
と
す
る
論

文
を
発
表
し
て
い
る
。
大
棟
は
、「
名
は
名
づ
け
ら
れ
る
当
人
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
の
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
人
間
と
人
間
の
接
触
交
渉
が
複
雑
多
岐
に
な
っ

た
社
会
に
お
い
て
は
珍
奇
難
解
な
文
字
を
用
い
た
名
は
他
人
の
利
益
を
害
す
る
。（
中
略
）
社
会
生
活
の
能
率
を
害
す
る
こ
と
多
大
で
、（
中
略
）
当
人
以
外
の
人
々
が
め

い
わ
く
す
る
わ
け
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
日
本
の
帰
化
制
度
は
同
化
政
策
で
あ
る
と
国
内
外
で
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
運
営
側
の
思
考
は
自
国
中
心
主
義
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
は
、
統
計
数
字
が
十
分
に
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
帰
化
行
政
は
密
室
の
中
で
運
営
さ
れ
て
い
た
感
が
強
い
理
由
と
し
て
、
金
英
達

は
「
社
会
が
朝
鮮
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
対
し
民
族
的
偏
見
か
ら
く
る
感
情
的
反
発
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
（
金
１
９
９
０
、
30
）。

２
．
３
．
２　

１
９
７
０
年
代
〜
１
９
８
０
年
代 

１
９
７
０
年
代
に
入
る
と
、
帰
化
制
度
は
変
動
の
時
を
迎
え
る
。
１
９
７
２
年
9
月
29
日
、
中
華
人
民
共
和
国
の
北
京
で
行
わ
れ
た
「
日
本
国
政
府
と
中
華
人
民
共
和

国
政
府
の
共
同
声
明
」（
日
中
共
同
声
明
）
に
、
田
中
角
栄
、
周
恩
来
両
首
相
が
署
名
し
た
こ
と
に
よ
り
日
本
と
中
国
の
国
交
が
正
常
化
さ
れ
た
。
同
時
に
日
本
は
そ
れ
ま

で
国
交
の
あ
っ
た
中
華
民
国
に
断
交
を
通
告
し
、
そ
の
結
果
台
湾
人
は
一
時
「
無
国
籍
者
」
と
扱
わ
れ
た
（
陳
２
０
０
５
、
22

24
）。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
台
湾

政
府
が
、
在
日
台
湾
人
に
国
籍
喪
失
証
明
書
を
発
行
し
た
こ
と
か
ら
帰
化
申
請
す
る
台
湾
人
が
急
増
し
た
（
松
田
２
０
０
４
、
147

148
）。
中
国
の
帰
化
許
可
数
が
、

１
９
７
１
年
に
は
２
４
９
人
だ
っ
た
の
が
１
９
７
２
年
に
は
１
，
３
０
３
人
、
１
９
７
３
年
に
は
７
，
３
３
８
人
（
帰
化
許
可
者
総
数
の
５
３
．
８
％
）
と
な
っ
た
。

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
彼
ら
の
定
住
化
、
永
住
化
も
進
み
、
国
籍
以
外
は
日
本
人
と
何
ら
か
わ
ら
な
い
若
い
世
代
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

許
可
基
準
の
厳
格
さ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
１
９
７
５
年
に
は
、
朝
鮮
人
の
帰
化
許
可
数
は
６
，
０
０
０
人
を
突
破
す
る
（
６
，
３
２
３
人
）。
こ
の
こ
ろ
の
帰
化
行
政
に

携
わ
る
職
員
は
、
１
９
６
０
年
代
の
職
員
と
意
識
が
異
な
り
、
従
来
と
は
異
な
る
論
調
を
唱
え
る
論
文
が
発
表
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
１
９
７
４
年
に
法
務
研
究
員
（
当
時
）
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の
遠
藤
毅
が
「
在
日
朝
鮮
人
の
歴
史
及
び
処
遇
に
関
す
る
研
究
」『
昭
和
四
十
九
年
度
法
務
研
究
報
告
要
旨
集
』
で
、「
日
本
の
社
会
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
へ
の
差
別
を

指
摘
し
な
が
ら
、
在
日
朝
鮮
人
に
日
本
国
へ
の
忠
誠
心
と
帰
化
し
よ
う
と
す
る
素
直
な
意
志
を
期
待
す
る
こ
と
は
未
だ
困
難
な
状
況
に
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
金
英

達
は
、
当
時
の
職
員
の
思
考
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
在
日
朝
鮮
人
に
と
っ
て
、
日
本
と
い
う
国
が
愛
国
心
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
国
で
あ
る
な
ら
ば
、
帰
化
に
と
も
な
っ
て
心
理
的
葛
藤
や
社
会
的
摩
擦
が
起
き
る
は
ず

が
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
生
活
上
の
理
由
か
ら
帰
化
し
て
も
、〝
魂
〞
ま
で
日
本
に
売
り
渡
し
た
と
は
思
っ
て
い
な
い
者
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
行
政
当

局
者
の
冷
徹
な
目
は
、在
日
朝
鮮
人
が
日
本
国
に
忠
誠
を
誓
っ
て
帰
化
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
ぐ
ら
い
、と
う
に
見
抜
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
」（
金
１
９
９
０
、93
）。

こ
の
こ
ろ
行
政
側
に
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
１
９
７
５
年
に
坂
中
英
徳
（
当
時
、
入
国
管
理
局
参
事
官
室
・
法
務
事
務
官
）
が
入
国
管
理
局
応
募
論

文
で
「
今
後
の
出
入
国
管
理
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
表
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
優
秀
作
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
論
文
は
、
在
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
同
化
政
策
を

強
要
す
る
も
の
と
厳
し
く
批
判
こ
そ
さ
れ
た
が（

6
）、

そ
の
後
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
の
安
定
を
唱
え
た
「
坂
中
論
文
」
と
呼
ば
れ
、
差
別
待
遇
の
是
正
を
課
題

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
た
め
の
政
策
提
言
を
法
制
化
す
る
発
端
と
な
っ
た
。

２
．
３
．
３ 

１
９
８
０
年
代

日
本
政
府
は
、
国
際
人
権
規
約
（
１
９
７
９
、
日
本
批
准
）、 

難
民
条
約
（
１
９
８
２
、
同
）、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
（
１
９
８
５
、
同
）
な
ど
の
批
准
よ
っ
て
国
内
法

が
整
備
さ
れ
、
１
９
８
４
年
に
は
国
籍
法
が
父
母
両
系
主
義
に
改
正
さ
れ
る
。

帰
化
許
可
者
数
は
、１
９
８
０
年
に
入
っ
て
、８
，０
０
０
人
を
突
破
す
る
。
そ
の
7
割
以
上
が
韓
国
・
朝
鮮
で
あ
り
中
国
は
全
体
の
2
割
程
度
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
「
日

本
版
公
民
権
運
動
」
と
称
さ
れ
た
外
国
人
指
紋
押
捺
制
度
廃
止
運
動
が
始
ま
る
。
ま
た
帰
化
申
請
者
の
世
代
間
で
日
本
と
韓
国
へ
の
見
方
は
異
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

１
９
８
０
年
代
で
は
、
そ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
帰
化
や
帰
化
者
を
記
事
に
す
る
一
般
の
雑
誌
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、『
月
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』（
第

7
巻
11
月
号
、
１
９
８
１
年
、
集
英
社
）
が
「
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
高
見
山
大
五
郎
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
元
横
綱
で
あ
る
ハ
ワ
イ
出
身
の
高
見
山
大
五
郎
の

帰
化
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
新
し
く
日
本
人
に
な
っ
た
心
境
を
尋
ね
る
と
い
う
帰
化
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
焦
点
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、
在
日
韓
国
・
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朝
鮮
人
の
若
い
世
代
が
日
本
の
帰
化
制
度
に
対
し
疑
問
を
呈
す
る
場
面
が
ア
カ
デ
ミ
ア
の
分
野
、特
に
法
学
の
分
野
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
は『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』

（
１
９
８
０
年
、V

ol.24 n
o.9

号
、
158
）「
せ
み
な
あ
・
さ
る
ー
ん
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
抜
粋
で
あ
る
。

私
は
、
今
春
神
戸
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
現
在
司
法
試
験
の
た
め
浪
人
中
の
一
愛
読
者
で
す
。（
中
略
）
法
を
通
し
て
、
生
き
た
社
会
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
得
る

た
め
の
貴
重
な
手
段
と
し
て
貴
誌
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
帰
化
行
政
の
推
移
に
つ
い
て
の
説
明
の
中
で
「
中
国
籍
か
ら
帰
化
し
た
者
は
帰
化
後
も
堂
々
と
原

国
籍
名
を
名
乗
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
韓
国
籍
か
ら
の
そ
れ
は
一
様
に
日
本
名
を
名
乗
っ
て
い
る
の
が
対
照
的
で
あ
る
。」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
非
常
に
驚
い
て
し

ま
っ
た
。「
運
用
の
実
態
」
と
題
し
て
書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
に
浅
薄
な
と
ら
え
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）
行
政
に
よ
っ
て
、
日
本

名
を
用
い
る
こ
と
が
実
質
的
帰
化
要
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ
る
も
の
な
の
か
、も
っ
と
よ
く
勉
強
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。（
中

略
）「
民
族
性
の
違
い
」
な
ど
と
決
め
つ
け
ら
れ
る
の
は
、「
姓
」
を
大
切
に
す
る
朝
鮮
民
族
に
対
す
る
理
解
の
な
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
悲
し
い
気
持
ち
が
致
し

ま
し
た
。

 

東
大
阪
市　

梁ヤ
ン

英ヨ
ン
ジ
ャ子

帰
化
後
の
日
本
的
氏
名
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
５
年
、「
民
族
名
を
取
り
戻
す
会
」
が
結
成
さ
れ
、
す
で
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
い
た
京
都
在
住
の
朴
実
が
、

家
庭
裁
判
所
へ
の
「
氏
名
変
更
」
を
申
立
て
、
１
９
８
７
年
6
月
、
初
め
て
民
族
名
を
回
復
す
る
こ
と
に
勝
利
し
た
（
朴
、
講
演
記
録
、
２
０
０
４
年
５
月
12
日
）。
ま
た
、

１
９
８
５
年
に
女
子
差
別
撤
廃
条
約
批
准
に
伴
っ
て
、
国
籍
法
が
父
母
両
系
主
義
に
改
正
さ
れ
、
戸
籍
法
が
外
国
姓
を
受
容
し
た
た
め
、
日
本
的
氏
名
の
強
要
は
結
局
の

と
こ
ろ
破
綻
し
た
。
外
国
人
登
録
に
お
け
る
指
紋
押
捺
拒
否
が
進
む
中
、
同
会
は
帰
化
申
請
時
に
採
取
さ
れ
た
指
紋
の
返
還
請
求
を
京
都
地
裁
に
提
訴
し
た
。
外
国
人
登

録
の
指
紋
と
違
っ
て
法
的
根
拠
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
９
９
４
年
4
月
、
法
務
省
が
そ
れ
ま
で
の
帰
化
者
22
万
人
分
の
指
紋
を
す
べ
て
破
棄
す
る
こ
と
で
裁
判
は

終
結
し
、
以
降
帰
化
申
請
時
の
指
紋
押
捺
制
度
は
廃
止
さ
れ
た（

7
）。

１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
、
日
本
社
会
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
単
純
労
働
に
従
事
す
る
労
働
者
の
不
足
と
い
う
経
済
的
要
因
か
ら
外
国
人
の
入
国
審
査
基
準
を
緩
和
さ
せ
、

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
調
整
弁
と
し
て
大
量
に
受
け
入
れ
た
。
単
純
労
働
者
は
入
国
さ
せ
な
い
と
い
う
建
前
的
な
原
則
は
崩
れ
、
現
実
は
、
外
国
人
労
働
者
が
日
本
経
済
の

底
辺
を
支
え
る
重
要
な
労
働
力
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
（
井
口
２
０
０
１
、
13

14
）、（
丹
野
２
０
０
７
、
28

31
）。
１
９
８
９
年
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の



170

改
正
を
も
っ
て
出
来
上
が
っ
た
「
１
９
９
０
年
体
制
」
が
後
の
日
本
の
外
国
人
政
策
を
大
き
く
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
（
明
石
２
０
１
０
、
139
）。
さ
ら
に
短
期
労
働

者
と
し
て
受
け
入
れ
た
日
系
人
た
ち
の
定
住
化
が
進
む
に
つ
れ
、
帰
国
せ
ず
日
本
に
永
住
し
よ
う
と
す
る
日
系
人
た
ち
が
帰
化
を
申
請
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
．
３
．
４　

１
９
９
０
年
代

１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、
帰
化
許
可
者
総
数
は
さ
ら
に
増
加
し
、
１
９
９
３
年
に
は
１
０
，
０
０
０
人
を
突
破
し
た
。
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
受
入
れ
が
始
ま
っ
た

１
９
９
０
年
代
か
ら
帰
化
の
不
許
可
者
数
の
減
少
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
許
可
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
１
９
９
５
年
、
１
９
９
６
年
に
は
不
許
可
者
数
は

93
人
、97
人
と
ふ
た
桁
減
少
し
た
。
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
へ
の
許
可
基
準
は
特
別
永
住
者
の
帰
化
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
加
え
て
、帰
化
は
も
は
や「
祖

国
か
日
本
か
」
の
二
者
択
一
の
「
踏
み
絵
」
で
は
な
く
、
申
請
者
の
帰
化
に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
申
請
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。
若
い
世
代
の
「
国
籍
」
に
対
す

る
考
え
が
変
わ
り
、
二
つ
の
文
化
の
懸
け
橋
の
役
割
を
担
う
人
た
ち
や
、
帰
化
後
の
氏
名
に
民
族
名
を
残
し
「
コ
リ
ア
系
日
本
人
」
と
し
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
例
も
増
え
て
き
た
（
河
２
０
０
１
、
326
、
佐
々
木
２
０
０
６
ａ
、
20

25
、
２
０
０
６
ｂ
、
101
、
白
井 

２
０
０
７
、
63
）。

１
９
９
４
年
1
月
28
日
付
の
『
統
一
日
報
』
で
は
、「
申
請
者
数
と
許
可
者
数
の
因
果
関
係
が
分
か
ら
な
い
と
、
帰
化
許
可
者
数
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
帰

化
希
望
者
が
増
え
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
帰
化
者
の
動
機
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「
帰
化
申
請
は
四
年
前
に
出
て
十
ヶ
月
後
に
は
お
り
た
。
韓
国
人
と
し
て
の
誇
り
は
あ
る
の
で
帰
化
し
た
こ
と
は
親
戚
や
周
囲
に
は
一
切
話
し
て
い
な
い
。
動
機
は
、

複
雑
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
切
り
替
え
時
、
民
団
に
行
っ
た
が
法
外
な
団
費
を
請
求
さ
れ
、
払
え
な
い
な
ら
国
に
帰
ら
な
け
れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
た
。
入
管
に
行
け
ば
、

ほ
か
の
外
国
人
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
何
時
間
も
待
た
さ
れ
る
。
領
事
館
の
窓
口
で
は
特
権
的
意
識
を
出
し
て
本
国
と
在
日
を
分
け
た
態
度
を
見
せ
、
本
国
に
行
け

ば
「
あ
ー
僑
胞
か
。
韓
国
語
も
ろ
く
に
話
せ
な
い
で
」
と
陰
口
を
た
た
か
れ
る
。
こ
う
し
た
不
自
由
と
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
解
消
し
た
か
っ
た
」

 

「
在
日
同
胞
―
帰
化
許
可
人
数
急
増
の
怪
」『
統
一
日
報
』
１
９
９
４
年
1
月
28
日
付
、
3
面
。
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２
．
３
．
５　

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

帰
化
許
可
者
数
の
状
況
は
、
前
章
で
述
べ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
２
０
０
０
年
代
中
期
ま
で
増
加
し
続
け
た
在
日
外
国
人
数
は
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
、
減
少
に
転
じ
た
。
２
０
０
７
年
に
は
「
韓
国
・
朝
鮮
」
に
代
わ
り
、「
中
国
」
が
最
多
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
。
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
中
国
人
の
帰
化

許
可
数
は
一
定
の
数
を
推
移
し
た
が
、
韓
国
・
朝
鮮
の
許
可
数
は
減
少
傾
向
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
帰
化
を
通
し
て
の
日
本
国
籍
取
得
は
も
は
や
差
別
か
ら
の
逃
避
で
は

な
く
、
日
本
社
会
へ
積
極
的
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
意
思
と
も
な
っ
た
（
李
・
田
中
２
０
０
７
、
70

74
）。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
社
長
の
孫ソ
ン

正マ
サ
ヨ
シ義
や
マ
ル
ハ
ン
会
長
韓ハ
ン

昌チ
ャ

祐ウ

の
よ
う
な
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を
顕
在
化
さ
せ
な
が
ら
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
例
は
、
帰
化
申
請
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
同
時
に
、
少
子
高
齢
化
は
、
日
本
の

価
値
観
を
大
き
く
変
え
る
要
因
に
な
り
、
日
本
の
移
民
政
策
と
連
動
す
る
帰
化
制
度
を
考
え
る
時
代
に
入
っ
た
と
言
え
る
。

申
請
者
の
価
値
観
の
多
様
性
か
ら
、
国
籍
と
民
族
を
切
り
離
し
、
国
籍
取
得
を
通
し
て
「
コ
リ
ア
系
日
本
人
」
と
し
て
生
き
る
と
い
う
考
え
を
も
つ
申
請
者
も
出
始
め

た
（
李
・
田
中
２
０
０
７
、
81

82
）。
２
０
０
３
年
7
月
よ
り
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
は
帰
化
申
請
時
の
「
帰
化
動
機
書
」
の
提
出
が
不
要
に
な
る
な
ど
、
手
続
は
簡
略

化
に
向
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
未
だ
に
帰
化
手
続
き
は
煩
雑
で
あ
る
。
多
く
の
時
間
と
労
力
を
要
し
、
帰
化
申
請
者
の
職
業
や
経
歴
に
よ
っ
て
、
提
出
す
る
書
類
の

量
や
難
易
度
に
違
い
が
あ
る
。
不
透
明
な
膨
大
な
必
要
書
類
の
準
備
な
ど
、
手
続
き
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
書
士
に
申
請
を
代
行
依
頼
す
る
場
合
が
多
い
。
行

政
書
士
に
手
続
を
依
頼
す
る
と
高
額
に
な
り
、
高
い
手
続
経
費
が
帰
化
申
請
を
躊
躇
す
る
要
因
と
も
な
っ
た
（
浅
川
２
０
０
３
、
134

135
）。

単
純
労
働
者
の
受
入
れ
は
厳
し
く
制
限
し
、
高
度
外
国
人
人
材
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
と
い
う
方
針
を
受
け
て
、
２
０
０
８
年
7
月
29
日
付
け
で
文
部
科
学
省
ほ
か

関
係
省
庁
（
外
務
省
、
法
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
）
は
、「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
の
骨
子
を
策
定
し
た（

8
）。

こ
の
計
画
は
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の

間
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
、
情
報
の
流
れ
を
拡
大
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
を
展
開
す
る
一
環
と
さ
れ
、
日
本
留
学
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
動
機
づ
け
や
情
報
提
供

か
ら
、
入
試
・
入
学
・
入
国
の
入
り
口
の
改
善
、
大
学
等
の
教
育
機
関
や
社
会
に
お
け
る
受
入
れ
体
制
の
整
備
、
卒
業
・
修
了
後
の
就
職
支
援
等
に
至
る
幅
広
い
政
策
で

あ
る
。
就
職
後
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
国
籍
取
得
を
必
然
的
に
日
本
企
業
が
テ
コ
入
れ
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
高
度
外
国
人
人
材
の
積
極
的
な
受

け
入
れ
は
、
帰
化
許
可
の
緩
和
に
つ
な
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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第
三
章　

行
政
書
士
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報

３
．
１　

調
査
の
背
景

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
法
務
省
民
事
局
に
よ
る
行
政
に
変
革
を
迫
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
行
政
書
士
が
発
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
か
ら
帰
化
制
度
の
現
状

を
考
察
す
る
。

調
査
方
法
は
、
行
政
書
士
が
発
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
中
心
に
、
帰
化
制
度
の
状
況
を
調
査
し
、
加
え
て
、
帰
化
申
請
に
携
わ
る
行
政
書
士
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
で
行
政
書
士
が
捉
え
る
帰
化
行
政
の
実
態
を
探
っ
た
。
帰
化
申
請
は
、
世
帯
一
括
申
請
、
い
わ
ゆ
る
「
家
族
帰
化
申
請
」
と
い
う
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
手
続
き
上
の
原
則
が
長
期
に
亘
っ
て
適
用
さ
れ
て
い
た（

9
）。

家
族
全
員
に
関
し
て
の
膨
大
な
数
の
必
要
書
類
の
準
備
な
ど
、
手
続
き
が
煩
雑
か
つ
、
複
雑
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
行
政
書
士
に
申
請
を
代
行
依
頼
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
本
章
で
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
て
、
行
政
書
士
の
存
在
が
帰
化
制
度
で
は
重
要
な
位
置
を
占
め

て
お
り
、
彼
ら
が
発
信
す
る
情
報
か
ら
見
え
て
く
る
日
本
の
外
国
人
政
策
の
変
化
を
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

行
政
書
士
と
は
、
法
務
事
務
を
扱
う
業
務
で
あ
る
。
行
政
書
士
が
得
意
と
す
る
分
野
は
、「
相
続
」、「
外
国
人
関
連
業
務
」、「
産
業
廃
棄
物
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
日
本
社
会
が
直
面
す
る
社
会
問
題
と
関
連
し
て
い
る
。
行
政
書
士
と
し
て
成
功
す
る
に
は
独
自
で
展
開
す
る
営
業
力
が
必
要
と
さ
れ
、
専
門
性
を
高
め
市
場
拡
大

を
狙
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
日
の
行
政
書
士
は
、
戦
前
存
在
し
た
代
書
屋
と
い
う
職
業
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
書
屋
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
日
し
、
日
本
語
の

読
み
書
き
の
で
き
な
い
朝
鮮
人
の
渡
航
証
明
書
の
申
請
手
続
き
に
必
要
な
文
書
を
準
備
す
る
業
務
も
行
っ
て
い
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
書
士
の
Ｈ
Ｐ
の
記
載
言
語
は
、
基
本
的
に
日
本
語
が
圧
倒
的
に
多
い
。「
コ
リ
ア
語
（
韓
国
語
、
朝
鮮
語
）、
中
国
語
、
英

語
の
3
ヶ
国
語
で
対
応
で
き
る
」
と
い
う
バ
ナ
ー
を
掲
載
し
て
い
る
の
が
多
い
が
、
実
際
に
外
国
語
で
帰
化
申
請
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
サ
イ
ト
は
少
な
い
。
Ｈ
Ｐ
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
、「
自
分
は
在
日
コ
リ
ア
ン
の
三
世
で
、
日
本
国
及
び
日
本
国
民
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
外
国
人
と
接
し
て
き
た
か
、
又
は
ど
の
よ
う
な
外
国
人
の
活
動

に
よ
っ
て
、
日
本
で
の
住
む
権
利
（H

U
M

A
N

　

R
IG

H
T

S

）
を
獲
得
し
て
き
た
か
な
ど
の
歴
史
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
」
と
、
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

単
な
る
事
務
的
な
情
報
だ
け
で
な
く
、
人
権
を
強
く
意
識
し
た
サ
イ
ト
は
在
日
コ
リ
ア
ン
系
の
行
政
書
士
の
Ｈ
Ｐ
に
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、

料
金
表
を
掲
載
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、フ
ル
サ
ポ
ー
ト
、セ
ル
フ
サ
ポ
ー
ト
、書
類
収
集
支
援
、動
機
書
作
成
支
援
な
ど
と
サ
ー
ビ
ス
の
区
分
け
を
行
い
、申
請
者
の
ニ
ー
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ズ
に
あ
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
情
報
量
の
差
異
は
大
き
く
、
中
に
は
専
門
的
な
情
報
を
発
信
す
る
事
務
所
も
出
て
き
て
い
る
。

３
．
２　

行
政
書
士
へ
の
調
査

帰
化
申
請
は
本
人
が
申
請
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
膨
大
な
数
の
必
要
書
類
を
準
備
の
上
、
在
住
す
る
住
所
を
管
轄
す
る
法
務
局
に
対
し
て
許
可
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
帰
化
申
請
に
は
、
20
〜
30
種
類
の
書
類
を
本
国
か
ら
取
り
寄
せ
、
そ
し
て
翻
訳
を
し
た
書
類
提
出
な
ど
個
人
で
申
請
す
る
と
な
る
と
面
倒
な
作
業
と
な
る
。

書
類
作
成
の
代
行
と
し
て
、
行
政
書
士
が
業
務
を
受
け
持
ち
、
許
可
保
障
制
度
（
不
許
可
の
場
合
は
報
酬
全
額
返
金
）
付
き
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
業
者
も

存
在
す
る
。

本
調
査
で
は
、
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
帰
化
申
請
手
続
き
業
務
の
広
報
を
前
提
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
、
Ｈ
Ｐ
で
の
情
報
を
公
開
し
て
い
る
35
名
の
行
政
書
士
を

任
意
に
抽
出
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
の
協
力
（
期
間
：
２
０
０
９
年
7
月
〜
10
月
、
方
法
：
調
査
票
と
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
郵
送
）
を
電
話
で
依
頼
し
、
31
名
か
ら

回
答
を
得
た
。
①
言
語
関
連
、
②
料
金
関
連
、
③
相
談
関
連
、
④
そ
の
他
、
例
え
ば
事
務
所
の
所
在
区
分
（
都
道
府
県
と
地
方
区
分
、
申
請
手
続
き
業
務
の
人
数
、
申
請

手
続
き
上
、
頻
度
の
高
い
ト
ラ
ブ
ル
は
何
か
な
ど
23
項
目
の
質
問
項
目
で
構
成
さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
（
質
問
紙
は
巻
末
に
収
録
）。

３
．
３　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
考
察

３
．
３
．
１　

行
政
書
士
の
属
性

事
務
所
の
所
在
地
は
、
地
区
別
で
見
る
と
大
阪
が
10
人
、
東
京
が
5
人
、
京
都
が
4
人
、
神
戸
が
3
人
、
千
葉
が
2
人
、
神
奈
川
、
島
根
、
福
岡
、
愛
知
、
福
島
、
明
石
、

長
野
が
そ
れ
ぞ
れ
1
人
で
あ
る
（
表
3
）。
年
齢
は
、
30
歳
代
が
12
人
、
40
歳
代
が
11
人
と
30
歳
〜
40
歳
代
が
多
か
っ
た
（
表
4
）。
年
間
の
帰
化
申
請
取
り
扱
い
件
数
は
、

1
〜
10
件
が
10
人
と
最
多
で
、
11
〜
20
件
が
9
人
と
続
き
、
Ｈ
Ｐ
は
公
開
し
て
い
る
が
0
件
が
4
人
い
た
。
そ
の
一
方
91
〜
１
０
０
件
対
応
が
2
人
い
た
（
表
5
）。
こ
れ

は
、
帰
化
申
請
業
務
が
メ
イ
ン
業
務
で
あ
る
か
な
い
か
の
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
主
な
顧
客
対
象
は
韓
国
を
最
も
多
い
と
し
た
も
の
が
17
人
、
中
国
が
7
人
、
朝
鮮

が
6
人
、
台
湾
が
2
人
だ
っ
た
。
二
番
目
に
多
い
国
と
し
て
、
同
じ
国
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
三
番
目
に
多
い
国
の
「
そ
の
他
」
に
パ
キ
ス
タ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
が
見
ら
れ
た
。
国
に
よ
っ
て
提
出
必
要
書
類
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
も
対
象
顧
客
の
原
国
籍
を
限
定
す
る
傾
向
は
こ
れ
か
ら
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も
強
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
（
表
6
）。

３
．
３
．
２　

Ｈ
Ｐ
の
使
用
言
語

Ｈ
Ｐ
使
用
言
語
は
日
本
語
に
よ
る
発
信
が
主
で
あ
り
、
そ
の
他
の
言
語
と
し
て
英
語
が
6
人
と
最
も
多
く
、
多
言
語
に

よ
る
情
報
発
信
の
レ
ベ
ル
に
は
発
展
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た（
表
7
）。
Ｈ
Ｐ
の
記
載
言
語
は
、英
語
、コ
リ
ア
語（
韓

国
語
・
朝
鮮
語
）、
中
国
語
の
順
で
多
い
が
複
数
言
語
に
よ
る
記
載
は
未
だ
少
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は

も
ち
ろ
ん
申
請
者
に
韓
国
・
朝
鮮
、
中
国
が
多
い
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
旧
植
民
地
出
身
者
で
あ

る
韓
国
・
朝
鮮
籍
と
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
中
国
人
と
は
提
出
書
類
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
韓
国
・
朝
鮮
籍
を
専
門
に
す
る
か
、

中
国
人
を
主
に
専
門
に
す
る
か
な
ど
と
顧
客
対
象
を
絞
る
傾
向
も
見
ら
れ
た
。
英
語
は
、
世
界
共
通
語
と
し
て
他
の
外
国

人
に
情
報
を
発
信
で
き
る
言
語
で
あ
る
ゆ
え
英
語
記
載
し
て
い
る
人
は
6
人
い
た
が
、
外
国
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
を
期
待

し
て
お
り
、
英
語
表
記
で
は
自
分
の
職
業
をIm

m
igration

 law
yer

と
自
己
紹
介
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。

表 7　使用言語について（複数回答あり）
（単位　人）

ＨＰの記載言語 人数
使用可能な言語
（括弧内は翻訳可
能な言語の内訳）

日本語 31 31　　
英語 6 11（2）
コリア語

（韓国・朝鮮語） 2 14（5）

中国語 2 12（3）
ポルトガル語 2 2　　
スペイン語 0 1（1）
モンゴル語 0 1　　
ロシア語 0 1　　

表 6　  取扱い帰化申請者の国籍で
多い国

 （複数回答あり）
（単位　人）

国籍 人数
一番目に多い国

韓国 17
中国 7
朝鮮 6
台湾 2
ブラジル 1

二番目に多い国
中国 12
韓国 7
朝鮮 3
無回答 3
台湾 1

三番目に多い国
無回答 3
中国 2
台湾 2
韓国 1
その他 17

表 4　行政書士の年齢
（単位　人）

年齢 人数
20 歳代 1
30 歳代 12
40 歳代 11
50 歳代 3
60 歳代 3
無回答 1
計 31

表 5　取扱い人数
（単位　人）

取扱い件数 人数
0 4

1 ～ 10 10
11 ～ 20 9
21 ～ 30 4
31 ～ 40 0
40 ～ 90 0
91 ～ 100 2
無回答 2
計 31

表 3　事務所の所在地
（単位　人）

所在地 人数
大阪 10
東京 5
京都 4
神戸 3
千葉 2

神奈川、島根、福岡、
愛知、福島、明石、長野 各 1

計 31
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３
．
３
．
３　

基
本
サ
ー
ビ
ス

「
Ｈ
Ｐ
に
帰
化
申
請
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
の
質

問
に
対
し
、
Ｑ
＆
Ａ
の
項
目
を
設
定
し
て
い
る
の
は
、
31
人
中
14
人
で

あ
り
、
現
在
作
成
中
が
2
人
で
あ
る
（
表
8
）。
事
前
に
情
報
提
供
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
申
請
者
に
必
要
項
目
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
業
務

依
頼
を
さ
れ
た
場
合
に
必
要
書
類
の
説
明
が
簡
略
化
出
来
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
。
申
請
者
の
国
籍
や
在
留
資
格
に
よ
っ
て
、
要
求
さ
れ
る
書

類
が
異
な
る
た
め
、
業
務
を
円
滑
に
運
ぶ
に
は
事
前
情
報
は
必
須
で
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
Ｈ
Ｐ
が
な
い
時
代
と
比
較
す
る
と
行
政
書
士
と

顧
客
両
者
に
と
っ
て
大
き
な
利
点
と
な
っ
て
い
る
。
メ
ー
ル
相
談
は
無

料
が
18
人
で
、
料
金
を
課
す
業
者
は
12
人
と
い
う
結
果
だ
っ
た
が
、
初

回
だ
け
無
料
と
し
、
も
し
く
は
メ
ー
ル
相
談
後
委
託
が
あ
っ
た
場
合
は
初
回
を
無
料
と
な
る
が
4
人
だ
っ
た
（
表
9
）。
面
談
と
な
る
と
有
料
に
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
（
15

人
）、
５
，
０
０
０
円
か
ら
１
０
，
０
０
０
円
の
範
囲
で
あ
る
（
表
10
）。

３
．
３
．
４　

料
金
に
つ
い
て

料
金
に
関
し
て
は
、
見
積
も
り
後
、
決
定
す
る
ケ
ー
ス
が
多
数
で
あ
る
が
、
Ｈ
Ｐ
で
一
定
の
料
金
設
定
を
紹
介
し
て
い
る
が
9
人
と
多
い
（
表
11
）。
5
万
円
と
い
う
安

価
な
料
金
設
定
も
見
ら
れ
、
行
政
書
士
の
間
で
価
格
競
争
が
起
こ
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
着
手
金
は
、
見
積
も
り
料
金
の
半
額
を
課
し
て
い
る
行
政
書
士
が
13
人
と

最
も
多
か
っ
た
（
表
12
）。
料
金
の
内
訳
で
何
を
区
分
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
非
役
員
、
事
業
主
個
人
・
法
人
の
役
員
で
あ
る
か
ど
う
か
で
料
金
に
違
い
を

つ
け
て
い
る
の
が
18
人
と
多
か
っ
た
（
表
13
）。
給
与
所
得
者
と
事
業
主
と
で
は
提
出
す
る
納
税
証
明
書
が
異
な
り
、
事
業
主
へ
の
料
金
が
高
く
な
る
の
は
提
出
書
類
の
確

認
が
給
与
所
得
者
の
そ
れ
よ
り
多
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

表 8　ＨＰに帰化申請に関するＱ＆Ａの有無
（単位　人）

項目 人数
ある 14
ない 15

現在作成中 2
計 31

表 9　メール相談の有無とその料金
 （複数回答あり）

（単位　人）
メール相談の有無と料金 人数

有 30

内
訳

無料 18
委託があった場合は無料 4

有料 12
無し 1

表 10　面談相談サービスの有無とその料金
（単位　人）

面談相談の有無・料金 人数
できる 27

内
訳

無料 8
有料 15

内
訳

5,000 円未満 2
5,000 円～ 10,000 円 13
料金の記載なし 2
できない 2
無回答 2
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３
．
３
．
５　

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

申
請
者
が
法
務
局
国
籍
課
に
出
向
き
、
書
類
を
提
出

す
る
場
面
は
大
変
緊
張
す
る
場
面
で
あ
る
。
係
官
が
威

張
り
散
ら
す
場
面
は
少
な
く
な
っ
て
い
き
て
い
る
よ
う

だ
が
、
行
政
書
士
が
一
緒
に
出
向
き
、
同
行
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
心
理
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

す
る
行
政
書
士
が
多
か
っ
た
（
22
人
）。
し
か
し
、
不

許
可
に
な
っ
た
場
合
、
料
金
の
払
い
戻
し
は
し
な
い

ケ
ー
ス
が
17
人
も
あ
り
、
申
請
者
に
と
っ
て
大
き
な
痛

手
と
な
る
（
表
14
）。
帰
化
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
関
し
て
、
申
請
後
の
説
明
を
行
う
ケ
ー
ス
が
22
名
、
申
請
後
の
有
料
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
転
籍
手
続
、
在
留
資

格
抹
消
届
出
を
提
供
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
顧
客
の
要
望
で
一
番
多
い
事
柄
は
、
申
請
の
迅
速
さ
が
最
多
で
、
次
が
料
金
で
あ
っ
た
（
表
15
）。
申
請
者
が
高
額
料
金

を
拠
出
で
き
な
い
場
合
、
割
引
す
る
場
合
が
あ
る
、
と
す
る
意
見
も
聞
か
れ
た
。

帰
化
申
請
業
務
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
最
も
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
帰
化
要
件
の
確
認
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
、
十
分
な
説
明
で
あ
る
。
帰
化
申

請
業
務
で
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
た
と
回
答
し
た
ケ
ー
ス
は
皆
無
で
あ
っ
た
（
表
16
）。
し
か
し
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

・
申
請
者
の
一
生
を
左
右
し
か
ね
な
い
事
な
の
で
、
慎
重
に
資
料
収
集
す
る
段
階
で
申
請
者
自
身
が
知
ら
な
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

・  

会
社
員
と
し
て
受
任
し
た
の
に
、
手
続
き
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
個
人
事
業
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
と
申
請

時
期
を
延
ば
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・  

許
可
に
な
る
見
込
み
を
心
配
さ
れ
る
の
で
、
心
理
的
配
慮
に
気
を
つ
け
る
。

・  

郵
便
物
は
申
請
者
の
通
称
名
を
使
用
す
る
。

・  

二
重
国
籍
が
許
容
さ
れ
る
と
誤
解
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

表 11　手続料金の設定
（単位　人）

項目 人数
定額 9

見積もり後に料金を決定 18
ケースによって異なる 3

無回答 1
計 31

表 12　着手金の設定
　　　　　「着手金はいりますか？」

（単位　人）
項目 人数
いる 27

内
訳

10 万円未満 7
10 万円～ 15 万円 2

半額 13
料金の記載なし 6
いらない 3
無回答 1
計 31

表 13　料金区分の設定について
　　　　　　　  （複数回答あり）

（単位　人）
項目 人数

独身（非役員／役員）、
既婚（非役員／役員） 6

独身・既婚 6
非役員、事業主・役員 18

一律 7
特別永住者、非特別永住者 7

その他 3
無回答 2
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・  

各
法
務
局
、支
局
に
よ
っ
て
要
求
し
て
く
る
資
料
の
量
が
異
な
り
、

完
璧
を
追
究
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

・  
完
璧
な
資
料
提
供
を
す
る
と
法
務
局
、
支
局
が
要
求
す
る
レ
ベ
ル

が
上
が
る
の
で
資
料
提
供
を
完
璧
に
し
な
い
の
が
コ
ツ
で
あ
る
。

・  

１
０
０
％
帰
化
で
き
る
保
証
は
な
い
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
。

・  

家
族
、
親
族
の
意
見
の
不
一
致
。

・  

申
請
者
が
最
も
い
や
が
る
こ
と
は
、
個
人
の
銀
行
通
帳
の
詳
細
を

開
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

・  

納
税
を
き
っ
ち
り
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

・  

日
本
語
能
力
の
レ
ベ
ル
（
小
学
校
二
年
生
の
レ
ベ
ル
）
を
確
認
す

る
。

・  

日
本
国
民
に
な
っ
て
も
、
元
の
国
の
文
化
・
家
族
・
生
ま
れ
・
価

値
観
を
大
切
に
さ
せ
る
事
を
強
調
す
る
。

・  

本
国
か
ら
身
分
関
係
を
証
明
す
る
資
料
を
入
手
で
き
な
い
場
合
、

行
政
書
士
が
代
わ
っ
て
書
類
を
作
成
し
、
法
務
局
の
国
担
当
者
と

相
談
す
る
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
る
手
法
は
あ
る
。

・  

交
通
違
反
、
罰
金
が
あ
る
と
、
申
請
時
期
を
延
期
し
、
そ
の
記
録

が
抹
消
さ
れ
る
ま
で
待
つ
。

・  

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、
帰
化
後
に
帰
化
し
た
こ
と
が
わ
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
相
談
を

よ
く
受
け
る
の
で
、
転
籍
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
帰
化
と

表 14　その他のサービスについて
（単位　人）

項目／人数 同行サービスの有無 
帰化不許可時の
料金の払い戻し

帰化後の
アフターフォロー

ある 22 7 22
（別途料金を課す）5 （一部返金）6 （別途料金を課す）6

ない 1 17 0
無回答 3 1 3
計 31 31 31

表 15　サービスの重要な留意点
 （複数回答あり）

（単位　人）
項目 人数

帰化要件の確認 11
個人情報の取り扱い 6
丁寧な説明 6

書類の信ぴょう性 4
書類提出時 4
納税もしくは
犯罪歴の有無 3

迅速さ 2
依頼者の気持ち 2

依頼者の不安を取り除く 2
料金の明瞭化 2
面接回数の最小化 1
帰化の理由・目的 1
日本語能力 1
その他 1

表 16　帰化申請業務で最も多いトラブル
 （複数回答あり）

（単位　人）
項目 人数
特になし 16

取り寄せ書類の不備 3
税金の未納 1
家族・親族内の
意見の不一致 1

不許可になるケース 1
スケジュール調整 1
銀行通帳の明確 1

クライアントの説明不足 1
金銭の支払い 1
業務中断 1

親戚との連絡先不明 1
他 1
無回答 2
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い
う
文
言
が
消
去
す
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
多
い
。

３
．
３
．
６　

情
報
発
信
の
重
要
性

Ｈ
Ｐ
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
良
か
っ
た
点
は
、「
集
客
が
望
め
る
」
が
18
人
、
帰
化
情
報
の
事
前
認
知
な
ら
び
に
情
報
の
提
供
が
6
人
と
な
っ
た
（
表
17
）。
Ｈ
Ｐ
か
ら

発
信
す
る
情
報
に
よ
っ
て
、
帰
化
情
報
の
提
供
が
結
果
的
に
業
務
依
頼
さ
れ
た
場
合
に
手
続
き
が
簡
略
化
出
来
る
効
果
も
見
ら
れ
る
。
開
設
し
て
悪
か
っ
た
点
と
し
て
、

迷
惑
メ
ー
ル
の
増
加
、ネ
ッ
ト
右
翼
か
ら
の
妨
害
な
ど
が
あ
る
。
無
料
相
談
の
み
の
問
い
合
わ
せ
や
行
政
書
士
間
で
料
金
競
争
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表

18
）。３

．
３
．
７　

面
談
係
官
と
の
関
係

面
談
係
官
の
対
応
は
概
ね
良
好
と
感
じ
ら
れ
て
お
り
、
5
年
前
と
比
較
し
て
向
上
し
て
い
る
と
考
え
る
行
政
書
士
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表
19
、
表
20
）。
な
お
、

対
応
に
関
し
て
の
質
問
に
無
回
答
が
4
人
、
そ
し
て
5
年
前
に
比
べ
て
の
質
問
に
対
す
る
無
回
答
が
10
人
と
な
っ
た
。
行
政
書
士
の
年
齢
を
見
る
と
、
経
験
が
浅
い
と
い

う
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
相
談
員
の
質
の
悪
さ
を
批
判
す
る
回
答
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
見
ら
れ
た
。

表 19　面談係官の対応
（単位　人）

項目 人数
1　非常に良い 7
2　良い 11
3　普通 7
4　悪い 1
5　非常に悪い 1
無回答 4

計 31

表 20　係官の対応の変化
 　（5年前と比べて）

（単位　人）
項目 人数

1　非常に良くなった 5
2　やや良くなった 10
3　変わらない 5
4　やや悪くなった 1
5　非常に悪くなった 0
無回答 10

計 31

表 17　ＨＰの利点
 （複数回答あり）

（単位　人）
項目 人数

集客が望める 18
帰化情報の事前認知　
ならびに情報の提供 6

特になし 4
人との接点が多くなった 3
業務エリアの拡大 1
メールアドレスの獲得 1

無回答 1

表 18　ＨＰの欠点
 （複数回答あり）

（単位　人）
項目 人数
特になし 10
迷惑メール 7
料金競争 5

無料相談のみを目的とした
問い合わせの増加 4

見積りのみの相談 2
相談への対応時間の増加 1

ＨＰ維持費 1
ＨＰの良し悪しで

サービスの質を判断される 1

不許可でのリンク 1
無回答 2
計 31
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相
談
員
は
法
務
省
所
属
で
は
な
く
、
法
務
省
の
天
下
り
団
体
で
あ
る
民
事
法
務
協
会
に
属
す
る
職
員
が
担
当
し
て
い
る
。
国
籍
法
の
イ
ロ
ハ
の
理
解
が
全
く
な
く
、

〇
〇
の
〇
〇
法
務
局
は
最
悪
で
、
担
当
課
長
に
文
句
を
言
っ
た
り
、
取
扱
い
を
再
確
認
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
し
ば
で
す
。
全
国
的
な
動
向
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
帰
化
申
請
者
は
秘
密
の
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
四
章　

結
論

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
帰
化
制
度
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
申
請
者
に
と
っ
て
、
許
可
基
準
が
ま
っ
た
く
わ
ら
か
な
い
ま

ま
申
請
を
始
め
る
こ
と
が
多
く
、「
ま
な
板
の
コ
イ
」
と
い
う
表
現
を
使
う
申
請
者
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
申
請
前
に
行
政
書
士
に
メ
ー
ル
相
談
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
定
の
方
向
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
行
政
書
士
間
の
価
格
競
争
が
起
こ
る
の
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
要
因
で
あ
る
。
料
金
設
定
は
基
本
的
に
自
由
で

あ
る
ゆ
え
、
帰
化
申
請
は
高
く
つ
く
も
の
と
理
解
さ
れ
、
経
済
的
に
余
裕
の
な
い
も
の
は
あ
き
ら
め
る
他
な
か
っ
た
が
、
Ｈ
Ｐ
で
経
費
が
計
算
さ
れ
、
申
請
者
の
心
理
的

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

帰
化
に
関
し
て
の
情
報
は
少
な
く
、
帰
化
申
請
者
が
情
報
を
収
集
で
き
る
手
段
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
帰
化
手
続
き
を
行
う
行
政
書
士
が
発
信
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
が
帰
化
制
度
の
実
態
を
理
解
す
る
重
要
な
情
報
源
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
入
管
手
続
き
や
外
国
人
法
務
支
援
を
目
的
と
す
る
行
政
書
士
の
数
は
増
え
て
お

り
、
制
度
そ
の
も
の
が
孕
む
問
題
点
に
鋭
く
メ
ス
を
入
れ
る
行
政
書
士
が
存
在
し
始
め
て
い
る
。
行
政
書
士
が
発
信
す
る
情
報
の
内
容
や
そ
の
質
は
行
政
書
士
自
身
の
経

験
や
価
値
観
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、
外
国
人
と
の
か
か
わ
り
が
多
い
行
政
書
士
や
在
日
韓
国
・
朝
鮮
籍
出
身
の
行
政
書
士
の
発
信
力
は
不
透
明
な
制
度
そ
の
も
の
に
光
を

あ
て
る
効
果
が
あ
る
。

加
え
て
、
在
日
コ
リ
ア
ン
を
主
に
顧
客
と
す
る
行
政
書
士
と
中
国
人
を
主
に
顧
客
と
す
る
行
政
書
士
の
市
場
の
分
離
が
始
ま
っ
て
い
る
。
在
日
コ
リ
ア
ン
対
象
の
Ｈ
Ｐ

は
事
務
的
で
、
淡
々
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
近
年
中
国
人
行
政
書
士
が
増
え
、
彼
ら
の
Ｈ
Ｐ
は
サ
ー
ビ
ス
重
視
を
強
調
し
、
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。

行
政
書
士
の
業
務
に
お
い
て
帰
化
申
請
業
務
は
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
行
政
書
士
が
発
信
す
る
Ｈ
Ｐ
の
中
で
帰
化
行
政
の
あ
り
方
を
批
判
す
る
も

の
、
ま
た
詳
細
な
情
報
発
信
を
行
う
も
の
、
人
権
意
識
を
強
め
た
も
の
な
ど
不
可
視
的
で
あ
っ
た
帰
化
行
政
の
在
り
方
を
少
し
で
も
変
え
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。



180

本
稿
に
ぜ
ひ
と
も
付
け
加
え
た
い
点
と
し
て
、
官
報
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
で
き
、
帰
化
者
の
個
人
情
報
が
特
定
さ
れ
ネ
ッ
ト
右
翼
の
攻
撃
の
ま
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。政
治
家
や
芸
能
人
の
出
自
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
悪
意
を
も
っ
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。外
国
人
の
地
方
参
政
権
に
反
対
し
て
き
た
政
治
家
た
ち
は「
参

政
権
が
ほ
し
け
れ
ば
帰
化
す
れ
ば
よ
い
」
と
反
論
し
て
き
た
。
帰
化
者
に
対
し
て
も
差
別
は
つ
き
ま
と
い
、
彼
ら
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

最
後
に
、
回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た
行
政
書
士
か
ら
、
本
研
究
の
重
要
性
と
支
援
を
強
調
す
る
コ
メ
ン
ト
を
多
く
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
方
た
ち

に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
最
後
に
一
人
の
行
政
書
士
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。

旧
来
、
日
本
国
内
で
「
情
報
弱
者
」
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
外
国
人
の
人
々
が
「
情
報
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
反
面
、

行
政
側
か
ら
の
「
健
全
な
」
情
報
公
開
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。
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論
文
の
複
製
と
主
要
論
評
』
日
本
加
除
出
版
。

佐
々
木
て
る
（
２
０
０
０
）「
筑
波
近
代
的
「
帰
化
」
制
度
の
諸
問
題

―
現
代
お
よ
び
明
治
初
期
の
帰
化
制
度
の
比
較
か
ら

―
」『
年
報
筑
波
社
会
学
』
第
12
号
、43-60

。

佐
々
木
て
る
（
２
０
０
６
ａ
）『
日
本
の
国
籍
制
度
と
コ
リ
ア
系
日
本
人
』
明
石
書
店
。

佐
々
木
て
る
（
２
０
０
６
ｂ
）（
監
修
）
在
日
コ
リ
ア
ン
の
日
本
国
籍
取
得
権
確
立
協
議
会
（
編
）『
在
日
コ
リ
ア
ン
に
権
利
と
し
て
の
日
本
国
籍
を
』
明
石
書
店
。

佐
藤
重
元
（
１
９
６
５
）『
民
事
月
報
』
第
20
巻
12
号
、40-67

。

『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』「〝
西
郷
恐
か
つ
事
件
〞
で
追
究
―
参
院
―
疑
惑
残
る
帰
化
―
法
務
省
当
局
許
可
基
準
の
公
表
拒
む
」
１
９
７
１
年
2
月
3
日
付
。

白
井
美
友
紀
編
（
２
０
０
７
）『
日
本
国
籍
を
取
り
ま
す
か
？
国
家
・
国
籍
・
民
族
と
在
日
コ
リ
ア
ン
』
新
幹
社
。『
月
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』（
１
９
８
１
）
第
7
巻
11
月
号
、
集
英
社
。

田
中
宏
（
２
０
１
３
）『
在
日
外
国
人　

第
三
版
―
法
の
壁
、
心
の
溝
』
岩
波
書
店
。

丹
野
清
人
（
２
０
０
７
）『
越
境
す
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
と
外
国
人
労
働
者
』　

東
京
大
学
出
版
会
。

C
h

u
n

g, E
rin

 A
eran

（
２
０
１
０
）Im

m
igration

 &
 C

itizen
sh

ip in
 Japan

. U
K

：C
am

bridge U
n

iversity P
ress. 
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陳 

天
璽
（
２
０
０
５
）『
無
国
籍
』
新
潮
社
。

『
統
一
日
報
』
１
９
９
４
年
1
月
28
日
、
統
一
日
報
社
。

朴
実
（
２
０
０
４
）「
民
族
名
で
生
き
る
と
は
」
多
民
族
共
生
人
権
教
育
セ
ン
タ
ー
第
5
回
総
会
記
念
講
演
、
２
０
０
４
年
5
月
12
日
。

『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』（
１
９
８
０
）
16
号
、
日
本
評
論
社
。

松
田
良
孝
（
２
０
０
４
）『
八
重
山
の
台
湾
人
』
南
山
舍
。

民
事
局
提
供
資
料　

２
０
１
４
年
1
月
27
日
入
手

李
洙
任
・
田
中
宏
（
２
０
０
７
）『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
日
本
社
会
と
国
籍
』
明
石
書
店
。

Ｗ
ｅ
ｂ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
『
官
報
』
２
０
１
３
年
10
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、h

ttp://kan
pou

.n
pb.go.jp/　

２
０
１
３
年
10
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、h

ttp://kan
poo.jp/

A
u

stralian
 G

overn
m

en
t, 

２
０
１
４
日
2
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、h

ttp://au
stralia.gov.au

/

O
fficial W

ebsite of th
e D

epartm
en

t of H
om

elan
d S

ecu
rity, U

.S. C
itizen

sh
ip an

d Im
m

igration
 S

ervices, 

２
０
１
４
日
2
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、 http://w

w
w

.u
scis.gov/

G
overn

m
en

t of C
an

ada, 

２
０
１
４
日
2
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、h

ttp://can
ada.ca/en

/in
dex.h

tm
l?u

tm
_m

ediu
m

=decom
m

ission
ed+site&

u
tm

_cam
paign

=C
an

ada+S
ite+R

edirect+T

rackin
g&

u
tm

_sou
rce=can

ada.gc.ca/h
om

e.h
tm

l&
u

tm
_con

ten
t=L

au
n

ch
+T

rackin
g

官
報
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス　

２
０
１
３
年
10
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、h

ttps://search
.n

pb.go.jp/kan
pou

/

チ
ョ
ン
・
ヤ
ン
イ
「
日
本
の
「
帰
化
」
制
度
の
問
題
点
」
２
０
１
２
年
6
月
10
日
ア
ク
セ
ス
、 http://w

w
w

.geocities.jp/yon
am

u
gu

n
/kikan

om
o.h

tm

チ
ョ
ン
・
ヤ
ン
イ
「
新
坂
中
論
文
へ
の
疑
問
と
批
判
！
」
２
０
１
３
年
10
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、h

ttp://w
w

w
.geocities.jp/yon

am
u

gu
n

/sakan
aka.h

tm

法
務
省
Ｈ
Ｐ
公
開
統
計
「
過
去
10
年
間
の
帰
化
許
可
申
請
者
数
、
帰
化
許
可
者
数
等
の
推
移
（
２
０
１
２
年
統
計
）
２
０
１
３
年
10
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、http://w

w
w.m

oj.go.jp/M
IN

JI/toukei_t_m
inj03.htm

l

文
部
科
学
省　

２
０
１
３
年
10
月
1
日
ア
ク
セ
ス
、h

ttp://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
en

u
/h

ou
dou

/20/07/08080109.h
tm

註（
1
）
１
９
７
１
年
2
月
3
日
、
参
院
議
員
運
営
委
員
会
で
、
参
院
議
員
、
西
郷
吉
之
助
元
法
相
が
乱
発
し
た
不
渡
り
手
形
を
め
ぐ
る
恐
喝
か
つ
事
件
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
党
、
公
明
党
の
議
員
が
鋭

く
追
及
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
日
建
グ
ル
ー
プ
の
不
正
預
り
金
事
件
で
逮
捕
さ
れ
て
い
る
武
藤
真
吾
の
帰
化
問
題
で
「
帰
化
の
許
可
決
済
に
は
不
明
朗
な
点
が
多
い
」
と
厳
し
く
追
及
し
た
が
、
法

務
省
当
局
は
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
答
弁
を
繰
り
か
え
て
い
る
（「〝
西
郷
恐
か
つ
事
件
〞
で
追
及
―
参
院
―
疑
惑
残
る
帰
化
―
法
務
省
当
局
許
可
基
準
の
公
表
拒
む
」『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
１
９
７
１
年
2

月
3
日
付
。

（
2
）
帰
化
許
可
者
数
が
申
請
者
数
を
上
回
る
の
は
、
審
査
が
年
を
ま
た
ぐ
か
ら
で
あ
る
。

（
3
）
官
報
閲
覧
は
以
下
の
方
法
で
可
能
で
あ
る
。
①
官
報
の
購
入
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
『
官
報
』
の
無
料
検
索
。
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
『
官
報
』
で
の
有
料
検
索
。
②
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立

印
刷
局
が
提
供
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
『
官
報
』
で
、
２
０
１
２
年
6
月
1
日
よ
り
、
直
近
30
日
間
分
に
加
え
、
２
０
１
２
年
4
月
1
日
以
降
の
法
律
、
政
令
等
の
官
報
情
報
が
閲
覧
で
き
る
。

③
は
、
会
員
制
の
「
官
報
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
有
料
の
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
で
、「
官
報
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
書
」
に
記
入
し
、
官
報
販
売
所
へ
申
し
込
む
と
、
５
０
４
円
〜
２
，

１
０
０
円
で
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
5
月
3
日
、
日
本
国
憲
法
施
行
以
降
の
当
日
発
行
分
（
当
日
分
は
午
前
8
時
30
分
以
降
に
公
開
）
ま
で
の
官
報
が
検
索
で
き
る
。

（
4
）
１
９
５
５
年
、
許
可
数
２
，
７
４
７
人
、
不
許
可
数
２
，
３
３
２
人
。
１
９
５
６
年
、
許
可
数
２
，
８
３
４
人
、
不
許
可
数
２
，
３
８
５
人
。
１
９
５
７
年
、
許
可
数
２
，
６
３
２
人
、
不
許
可
数
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２
，
９
０
９
人
。
１
９
５
８
年
、
許
可
数
２
，
７
９
４
年
、
不
許
可
数
２
，
８
９
６
人
。
１
９
５
９
年
、
許
可
数
３
，
１
９
６
人
、
不
許
可
数
３
，
０
２
０
人
。

（
5
）浅
川（
２
０
０
３
）は
、「
提
言
：
今
後
の
日
本
国
籍
へ
向
け
て
」に
お
い
て
申
請
者
に
負
担
を
か
け
な
い
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
た
め
に
帰
化
手
続
き
の
効
率
化
・
合
理
化
を
提
言
し
て
い
る（
１
７
９
）。

（
6
）
チ
ョ
ン
・
ヤ
ン
イ
は
、
坂
中
論
文
は
行
政
官
の
立
場
か
ら
在
日
社
会
の
あ
り
よ
う
を
分
析
し
、
そ
の
方
向
性
を
「
帰
化
」
へ
と
結
び
付
け
た
。
こ
の
こ
と
で
「
同
化
」
を
先
取
り
す
る
日
本
国
家
の

政
策
を
代
弁
し
た
と
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
7
）「
民
族
名
を
取
り
戻
す
会
」
の
申
し
立
て
人
の
一
人
で
あ
る
朴パ
ク

実シ
ル

は
、
１
９
７
１
年
に
「
帰
化
」
に
よ
り
日
本
国
籍
と
な
る
が
、
１
９
８
７
年
、
2
度
目
の
家
裁
へ
の
申
し
立
て
に
よ
り
「
帰
化
」

時
に
強
制
さ
れ
た
「
日
本
的
氏
名
」
か
ら
、
元
の
民
族
名
を
取
り
も
ど
し
た
。
１
９
９
４
年
に
は
、「
帰
化
」
時
、
強
制
的
に
採
取
さ
れ
た
「
10
指
指
紋
返
還
訴
訟
」
に
勝
訴
し
た
（
２
０
０
４
年
5

月
12
日
多
民
族
共
生
人
権
教
育
セ
ン
タ
ー　

第
5
回
総
会
記
念
講
演
）。

（
8
）「
留
学
生
30
万
人
計
画
」（
平
成
20
年
度
報
道
発
表
）
文
部
科
学
省
、
２
０
０
８
年
7
月
29
日

（
9
）
戸
籍
制
度
に
基
づ
く
帰
化
と
い
う
考
え
か
ら
、
申
請
者
の
代
表
は
世
帯
主
で
あ
る
べ
し
、
と
い
う
不
文
律
の
原
則
が
２
０
０
０
年
ぐ
ら
い
ま
で
続
い
た
。
就
職
差
別
に
悩
む
大
学
生
が
帰
化
を
望
む

と
き
、
財
政
的
に
自
立
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
申
請
書
す
ら
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
１
９
６
５
年
に
民
事
局
第
五
課
国
籍
総
括
係
長
佐
藤
重
元
が
発
表
し
た
『
帰
化
手
続
小
論
』

が
あ
る
（『
民
事
月
報
』
20
巻
12
号
、
１
９
６
５
年
。
40

67
頁
）。
佐
藤
は
、
帰
化
申
請
書
に
申
請
者
の
氏
名
の
自
筆
確
認
が
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
動
機
書
に
も
氏
名
の
自
筆
確

認
が
さ
れ
る
こ
と
に
「
な
ん
て
無
駄
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
が
、
自
筆
確
認
の
目
的
を
認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。「
真
に
日
本
人
に
な
り
た
い
意
志
を
確

認
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」、
と
い
う
係
官
の
疑
問
か
ら
本
論
文
は
始
ま
る
。
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ア
ン
ケ
ー
ト　

09
年
7
月　

該
当
す
る
も
の
に
○
若
し
く
は
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

Ｈ
Ｐ
の
記
載
言
語
は
何
で
す
か
（
複
数
回
答
）

　

日
本
語

　

英
語

　

コ
リ
ア
語

　

中
国
語

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　

ス
ペ
イ
ン
語

　

そ
の
他
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

2

業
務
可
能
な
言
語
は
何
で
す
か
（
複
数
回
答
）

　

日
本
語

　

英
語

　

コ
リ
ア
語

　

中
国
語

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　

ス
ペ
イ
ン
語

　

そ
の
他
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

3

Ｈ
Ｐ
に
帰
化
申
請
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
が
あ
り
ま
す
か

　

あ
る

　

な
い

4

料
金
の
見
積
も
り
は
無
料
で
す
か

　

無
料

　

有
料

5

メ
ー
ル
で
の
相
談
は
可
能
で
す
か

　

可
能

　

不
可
能

6

メ
ー
ル
で
の
相
談
は
有
料
／
無
料
で
す
か

　

有
料
（
２
回
目
以
降
は
有
料
を
含
む
）

　

無
料

　

委
託
が
あ
っ
た
場
合
は
無
料

7

料
金
は
定
額
制
で
す
か

　

定
額

　

見
積
も
り
後
決
定

　

そ
の
他

8

料
金
の
内
訳
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
を
お
選
び
く
だ
さ
い

　

Ａ　

独
身
（
非
役
員
／
役
員
）、
既
婚
（
非
役
員
／
役
員
）

　

Ｂ　

独
身
、
既
婚

　

Ｃ　

非
役
員
、
事
業
主
・
役
員

　

Ｄ　

一
律

　

Ｅ　

特
別
永
住
者
、
非
特
別
永
住
者

　

Ｆ　

そ
の
他

9

同
行
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す
か

　

あ
る
（
無
料
も
し
く
は
料
金
込
み
）

　

あ
る
（
有
料
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円

　

な
い
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10

面
談
の
相
談
は
で
き
ま
す
か

　

で
き
る
（
有
料
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円

　

で
き
な
い

11

帰
化
不
許
可
の
場
合
の
払
い
戻
し
は
あ
り
ま
す
か

　

あ
る
（
全
額
）

　

あ
る
（
一
部
／　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

　

な
い

12

帰
化
申
請
許
可
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
は
あ
り
ま
す
か

　

あ
る
（
料
金
込
み
）

　

あ
る
（
別
料
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
）

　

な
い

13

着
手
金
は
い
り
ま
す
か

　

い
る(　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円)

　

い
ら
な
い

14

あ
な
た
の
年
齢
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

20
代

　

30
代

　

40
代

　

50
代

　

60
代

15

年
間
の
帰
化
申
請
取
り
扱
い
件
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

件

16

帰
化
申
請
者
の
国
籍
を
多
い
順
に
教
え
て
く
だ
さ
い

　

1

　

2

　

3

17

帰
化
申
請
業
務
で
最
も
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

18

帰
化
申
請
業
務
に
お
い
て
最
も
多
い
ト
ラ
ブ
ル
は
何
で
す
か

19

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
要
望
で
一
番
多
い
事
柄
を
教
え
て
く
だ
さ
い

20

Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か

21

Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
て
悪
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
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22

面
談
係
官
の
対
応
は
い
か
が
で
す
か

　

1　

非
常
に
良
い

　

2　

良
い

　

3　

普
通

　

4　

悪
い

　

5　

非
常
に
悪
い

23

係
官
の
対
応
は
過
去
5
年
前
と
比
べ
て
い
か
が
で
す
か

　

1　

非
常
に
良
く
な
っ
た

　

2　

や
や
良
く
な
っ
た

　

3　

変
わ
ら
な
い　

　

4　

や
や
悪
く
な
っ
た

　

5　

非
常
に
悪
く
な
っ
た

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た




